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下記の資料は、2017年 12月 28日 の山陽新聞の記事です。この記事をもとに、間1.問

2.に答えなさい。

問 1。 まず、横棒グラフ「ミス・ニアミスの要因」の内容を読み取り、読み取った結果を

正確に解釈するために必要となる情報をこの記事以外の情報も含めて 3点あげ、そ

れが必要となる理由も含めてそれぞれ 100字以内で述べなさい。

問 2.この記事に基づき、看護職個人として何に取り組むべきか、あなた自身の考えを 300

字以内で述べなさい。
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出典 :萩村一美編 :切抜き速報 医療と安全管理総集版,3,ニホン・ ミック,110,2018.
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注 意 事 項  (小論文試験)

1 小論文の試験時間は、11時 10分～12時40分です。

2 試験問題用紙の表紙が願書提出時の選抜区分 (「一般選抜」)であることを確認して

ください。

3 問題用紙は 1枚、解答用紙は2枚です。下書きは用紙の余白をお使いください。

すべての解答用紙の所定の欄に、必ず受験番号・氏名を記入してください。

解答は、すべて解答用紙に記入してください。ただし、※印欄には記入しないでくだ

6 問題用紙・解答用紙に不鮮明な部分や汚れなどがある場合は、声を出さずに手を挙げ

て、監督員の指示に従ってください。

7 試験中に質問や用便などの用件がある場合も、声を出さずに手を挙げて、監督員の指

示に従ってぐださい。

8 試験開始後、30分間は途中退場を認めません。30分経過後、途中退場する場合は、監

督員の指示に従い、解答用紙を監督員に提出したのち退場してください。

9 問題用紙・解答用紙・下書き用紙を持ち帰ることはできません。

10 不正行為や、他の受験生に迷惑となる行為をした場合は、退場させることがありま

す。

さい。


